
警視庁匿名・流動型犯罪グループ対策本部

知人からの誘い

その他にも・・・

まだ引き返せます 警察に相談を

「闇バイト」で人生を棒に振らないために・・・
～海外渡航者の後悔 ～

・ 連れて行かれた所は、塀が高く有刺鉄線が張り巡らされていた

・ パスポート、スマホなど取り上げられた

・ 出入口に銃などを持つ警備員がいて、自由に出入りはできなかった

・ 逃げた人が暴行を受けている写真などを見せられ脅された

・ ボコボコに殴られ、骨折した

先輩や友人からの誘いでも応じてはいけません
犯行グループは、使い捨てにできる都合のいい駒（コマ）となる人物を求めているだ

けです。報酬が支払われると思ったら間違いですし、そのお金は犯罪で得たお金です。
親しい友人からの紹介であっても、断る勇気を持ってください。
海外に渡航してしまうと、戻れなくなるかもしれません

海外で儲かる仕事に誘われ、海外渡航した結果、犯罪に加担させられる事案が多数
発生しています。少しでも怪しいと思う仕事には一切応じないでください。

久し振りに地元の同級生に会い、取り留めのない話をして別れました。

その後、ＳＮＳで連絡が来るようになり「海外で一緒に仕事をしないか。」などと誘われましたが、

仕事内容がはっきりしなかったため最初は断りました。しかし何度も誘われるうちに、同級生と一

緒に海外で仕事をするのも楽しいかもと思うようになり、海外へ行くことを決めました。

渡航する日、空港に同級生は来ず、見ず知らずの男と一緒に、その男が用意したチケットでカ

ンボジアに行くことになりました。

空港に到着後、車で３～４時間かけて連れていかれた場所は、出入口にライフルを持った外国

人が警戒している塀に囲まれた所でした。

到着直後に、所持品検査などをされ、持っていた身分証などは没収されました。

翌日から仕事をさせられましたが、聞いていた仕事内容とは全く違う、いわゆる「特殊詐欺のア

ポ電の架け子」でした。

仕事中に居眠りをしたり、ミスをしたりすると罰金を取られるなど、逆らうと何をされるか分から

ない怖さもあり、逃げることはできませんでした。

報酬も一切もらえませんでした。そんなとき、現地の軍隊が突入してきて拘束されたのです。

お金欲しさに自分から進んでやる者もいるでしょうし、私のようにだまされてやらされる者もいる

のでしょうが、とても後悔しています。
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